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は　じ　め　に
　「女の自立」という言葉が，世論を賑わせている昨今，それは総じて「経済的自立」なくして
は，男女平等の社会は築かれぬものとし，あらゆる職場へ婦人の積極的な進出を目標に，「働く
こと」を促している。こうした世論に拍車をかけるように，「母親の就労」についての意識も表1
の如く大きく変化している。だが，この動きは必
ずしも男女平等を前提と考えてのものではなく，
結婚をしていない人を含め，女性で仕事を持たな
い人が就職を希望するもっとも大きな理由が，
「収入を得たいから」という実情をみても，豊かさ
を得るためのものとしての繋がりとして，共働き
（共稼ぎ）が増加しているといえよう。しかしなが
ら，上述の社会変動の中にあっても，結婚・育児
を機に職場から家庭，つまり専業主婦へのコース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1
　表1
　母親の就労についての意識「できれば職業
　につくのがよい」と考える人の割合（％）
　　　　　20～　　30～　　40～　　50～　　　　　　　　　　　　　　　　全体　　　　　　29歳　39歳　49歳　59歳
碧雌ll：lll：1、1：lll：ll8：1
勢｛1撮1：1！9：lli：lli：lll：1
　　（54年経企庁，41年総理府の調査から）
　　注　昭和54年11月6日「朝日新聞」から転載。
を辿る女性が，一向に減る傾向を示さないといった事態をも注目すべきではなかろうか。とはい
え，表2の「年令階級別労働力率人口」の推移をみてもわかるように，彼女達もやがては専業主
婦から有職婦人への可能性を秘めた存在でもある。
　共働きの増加もいってみれば，専業主婦から有職婦人へという現代婦人の生き方の一つのパタ
ーンの表面化による影響がある。経済的自立が，女性にとって望ましい姿であると否とにかかわ
らず，資本主義を基盤とする社会体制であるならば，それがまた男女不平等であるか否かは別と
して，高度資本主義のもっとも進んだのアメリカ社会に照し合わせても，専業主婦の存在とその
あり方を無視することはできない。総理府が昭和50年に行なったff男女平等に関する世論調査s
の中の質問の結果もそれを裏付けているといえよう。「条件がととのえば勤めをやめなくなるか」
に対し，勤めをやめなくなる47％，そうは思わない18％，一概にいえない28％，わからない7％
である。日本婦人の置かれてきた歴史的背景を考えるならば，勤めることだけが婦人の生きがい
といい切れない側面をも有している。専業主婦の問題としてクローズアップされなければならな
いのは，家庭生活に埋没するがために起る，個人的・社会的マイナス面が，わが国の場合その特
新潟青陵女子短期大学　研究報告　第10号　（1980）
42 本　　田　典　　子
質ゆえにより多く出現していることである。したがって，家庭に埋没する引き金となる可能性の
もっとも高い，子育て期の婦人に対する社会的施策，とくに社会との継続的なかかわりを保持す
るための施策は重要な意味を持つものと考えられる。そのためには，社会教育の果す役割が大で
　　　　　　　　　　　　注2あり，すでに国立市での報告によっても明らかにされている。
　そこで，子育て期の家庭婦人の学習のあるべき姿を，新潟市における子育て期の母親の実態と
学習の実際を検討するなかでそれを明らかにしてゆきたい。
　尚，全体を通してバンビの会，新潟女性史クラブの各メンバー共同で実施した，「子育て期の
母親の生活と意識」と題する調査を基に論じて行くことにする。この調査は筆者の指導により行
なったものであるが，何分調査に不慣れなメンバーばかりであったため，回収時の不手際によっ
て，より深い分析を試みることができなかったことを残念に思うものである。
表2 年令階級別労働力率人口 （％）
総数1・5－・9歳2・－2412・－2gl3・－34　1　3s－39　14・一・4　1　ss－646・以上
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76．0
59．0
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60．0
95．9
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97．0
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44．4
44．8
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44．4
43．7
43．6
85．6
86．7
86．8
87．2
86．3
86．6
86．3
86．1
39．8
37．1
31．8
30．4
29．3
29．8
28．7
27．9
25．6
21．6
18．0
16．6
15．5
16．9
15．8
15．4
56．9
56．3
49．4
48．0
47．0
46．7
45．8
44．6
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1　子育て期の母親の実態（調査結果の分析）
①　調査方法と対象
　　新潟市中央公民館を場として，活動する，3才前後の母と子の学習の会「バンビの会」，及
　び女性史を学習する婦人の会「新潟女性史クラブ」の両会会員周辺の3才以下の子をもつ母親
　に対し，質問紙を配布し記入をしていただいた。
②　調査期間
　　昭和54年9月25日～10月5日
③　回収結果
　　配布数501，回収数473（94・4％）
④調査結果と分析
。年令構成
　　表3
20代 ・891　4…
3・代前半1232149・・
3・代後半1441g・3
40代 7i・・5
回答なLl・1・・2
計 473　　　（100．0）
　子育て期とは，出産からいつ迄をもって子育て期と定義する
かは，それぞれの見解に相違があるので，ここでは幼稚園・保
育所の就園との関係で，3才以下の子を持つ時期とした。
　子育て期にある母親のうち89．0％が，20代から30代前半のも
っとも活動力に満ちた年代にいる。したがって，こうした柔軟
で活動力のある年代だからこそ，家庭に埋没せず，何等かの活
動ができるよう，社会が配慮する必要がある。
・家族構成
　　表4
核家劇359175・8
複合家族「…1・3・5
夫なし121・・4
回答なし1・1・・2
計 4731（99・9）
　核家族75．8％で，一般的水準より可成り高いが，これは調査
方法に多分の片寄りがあると想定されるので確証性がうすい。
じかしながら，このように高い核家族率であるならば尚一層，
家庭にある子育て期の母親について考えねばなるまい。
・共働き経験の有無と職業の有無
　　表5　共働き経験　　　　　表6 職業の有無
有 ・7gi37・8
無 276158．4
　　1
回答なし ・81　…
曇ロ 473i（・・…）
有 ・・8124・9
無 34・172・・
回答なし1・4 3．0
計 4731（1・…）
。母親の生活の状況
問「あなたの生活は一言で云うと次のどれに近いですか」
　共働き経験者37．8％のうち，
何等かの理由でその後退職した
ものが約13％にのぼる。専業主
婦が72．1％もおり，子育て期の
就労の困難さがうかがえる。
表7
無回答
0．6％
子どもの世話・家事
@　　　　33．4％
努めて自分の時間を作っている　恥
@　　　　　　　　　60．9％　％
自分優先
子どもの世話，家事に埋没してい
る母親が33．4％でやはり高い。核
家族の場合，子育て期であっても
自由な時間をもとうとすればでき
る状況にあるとしている。
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。日常生活に対する満足度
問「あなたは今の生活をどのように感じていますか」
表8
満足している　56．4％
あせりや不安を
ｴじている
@　29．8％
不満
P1．8％
無回答
1．9％
理　由
問 満
足
　し
　て
い
　る
56．4％
㈹
魏饗叢㈹
　不
　満
11．8％
（56人）
問　　あなたの生活は一言で云うと………
家事育事に専念　　（33．4％） 障児の傍ら自分の噛諺列自分仕鞭先 （5．1％）
①子育て期での母親の役割は重
　要であり，子供の手が離れた
　ら自分のやりたい事をやる。
②子供を育て家庭を守るのも一
　つの仕事である。
③子供の成長をみることが喜
　び。
①自分の時間がない。
②社会や他人から取り残される
　のではないか。
③子育て後，自分がどう生きた
　らよいかという将来に対する
　不安がある。
自分の時間が欲しい。
①育児に追われながらも，自分
　の時間を持つように努め前向
　きに生きる努力をしている。
②健康である。
③家庭が円満で経済的にも安定
　している。
①社会や他人から取り残される
　のではないか。
②子育て後の自分の将来の生き
　方に不安がある。
③職業を持ちたいが出来ない。
①自分のための時間が欲しい。
②将来の自分が不安。
③思うように外出できない。
　完全に満足しているわ
けではないが，焦りや不
安を感じるほどでもな
い。
①仕事も育児も中途半端
　である。
②自分の時間が欲しい。
　子供や家庭のための時
間がない。
　子どもの世話に明け暮れている生活に「満足している」と答えている人の多くは，子育ては母
親の役割ないし当然と考え，現状を仕方がないとし「子どもの手が離れるまで」の期間，子育て
に楽しみをもとうとしている。また，家事・育児の中で努めて自分の時間を見つけて前向きに生
きている人の多くは，経済的に恵まれた立場にある人だといえる。したがって経済的に恵まれて
こそ，育児・家事をゆとりあるものとしている。自分のことや，仕事を優先とする人，またはせ
ざるを得ない人は，なお一層時間に追われていて，育児や家庭生活が中途半端である悩みを訴え
ており，この時期の母親が育児からのがれられない状況を露呈するものに他ならない。この時期
の専業主婦は，育児終了後の将来に対していいようもない不安感をいだいているということにな
る。たとえ育児からのがれられない状況であっても，将来につながるべき学習を身につけなけれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lば，この不安を消すことができないのではなかろうか。
・自分の時間をもつ工夫
　問「自分の時間をもつためにどのように工夫していますか」
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表9
％
60．3％
50
20 16・1％15．2％ 17．1％
4．7％　　　　　2．7％
3．2％
0
その他特になし
家事の簡素化
　子どもの寝ている時と答えた人が60．　3％と他を
圧している。核家族が多いにもかかわらず，家族
以外の人や友人同志交代でみるといった工夫が低
く，全般的に特に何も工夫をしないも含め，家庭
内で閉鎖的・受動的な時間を工夫しいてるに過ぎ
ず，ここにも埋没している家庭婦人像をみること
ができる。
。自分の時間の過し方
問「あなたは自分の時間をどのように過したいですか」
　　「具体的にはどんなことをしたいと思いますか」
　　表10
無回答
0．8％
イ．62．6％ ノ、．　21．8％ ロ・ξ1
11．0％％
　イ
　P
　T
表11
％
40
30
20
10
自分の好きなことをやって，できるだけ楽しくすごす。
それまでの育児や仕事の疲れを休め，力をたくわえる。
自分を高めるために使う。
その他
洋手　読 スポーツ 映
裁芸　書　　 　　　　　　画
　　　趣　味　的
教養講座 灘〕櫛
等の社会的活動への関心は，全般的に非常に低率である。
　育児という重大な社会的責務
を負った母親達は，細切れにし
かない時間を，好きな事をして
楽しくすごし，疲れを休め，フ
ラストレーションの解消をはか
るため，洋裁・手芸・読書など
趣味的・教養的な社会性の乏し
いものをもとめる傾向が強い。
スポーヅ塾・文化教室の普及も
あり，この方面での希望も多
い。働きたい人やボランティア
・教養娯楽費
問「あなたのための教養娯楽費は1カ月どの位いありますか」
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表12
なし
41　．6％
3千円未満
　20．5％
3千～5千円
　13．7％
　　1万5千～1万円
　　以上　14．2％Y．a
　　5．1％
決っていない1．7％
表13
50％
その他習い事スポーツ演劇鑑賞映画・音楽サークル活動本の購入
　半数以上の人が自分のための教養娯楽費を持っており，その額は3千円前後というものが3分
の1である。その使途は，大部分を本の購入にあてており，子どもを寝かせっけてからの時間を
利用するための，もっとも有効な手段となっているのであろう。家庭外の活動をしている人ほど，
金額が高くなっている。経済的なゆとりなくしては，これらの活動がしえないというのであれば
問題である。教養娯楽費を全く持っていない人が41．6％と可成り高率となっている。専業主婦の
場合，全体を通じて家事・育児をやっているということ自体，マネージしているとか，クリエイ
ティブなものであるとかさらに夫のため家族全体のため，私がこれを負わなければ家族全員の再
生産ができないのだというように，それら全体に対する生きがいともなっている。自分のために
使うことなど考えないか，あるいは使うことの後ろめたさを感じているということもあるのでは
なかろうか。
　以上，子育て期の母親の生活の実態をみてきたが，核家族化の中にあっては，生活に満足，不
満足の差はあれ，現状の生活を肯定しつつも，家庭に埋設することの不安をどうすることもでき
ないで，とまどいながら日々明け暮れている様子がうかがわれた。しかし，妻にとって夫の大病，
死さらには離婚という不幸と無縁ではない。子どもの成長と共に自分の時間を見出し，自分を高
めるための時間を使うゆとりが出て来るとはいえ，心と身体の柔軟な時に経済的自立をはばまれ，
社会参加から締めだされることは，たいへんなマイナスである。たとえわずかな時間であっても，
自分の時間をもつことができるとならば，母子双方のために，健全で開かれた育児期でなければ
ならない。そのためにも直接子育てにあたる側はいうに及ばず，社会からの協力がとくに必要と
なっている。したがって，つぎに子育て期の母親の社会参加・学習の実態をつかむとともに，社
会教育の現状について述べることにする。
　2　社会参加と学習意欲（前掲の調査より）
。社会参加及び学習の参加
問「子供連れで催しものや集まりに参加したことがありますか」
　　「参加したことのないのはなぜですか」
　表14
ある　　45．5％ ない　　54．5％
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表15
　預けられない何か心配で
　　　回答
　　　なし
　　　　5．4
その他　　％
17・8％　　　預けてまで学ぼうと
　　　　　　は思わなかった
預ける所が
なかった
　26，4％
　子どもを連れて参加したことのある人が45．5％
で，何らかの形で社会との関りを持とうと試みた
意欲がうかがわれると同時に，こうした場が全く
ないことではなく，参加して行く中で拡大できる
と思われる。
　参加したことのない（54．5％）人のうちの半数
近くは，育児に専念し，家庭の中で満足している。
また子と密着状態で，参加するゆとりすらない。
預けるところがなかった26．4％の人は，保育室等
の状況さえ完備されていれば参加する可能性のあ
る人とみてよい。共働きの人の場合は，参加を考え
ることすらできない厳しい状態がうかがえる。家
事・育児に追われていて，社会参加など考えもつ
かないという，意識の低さが全般的に目につく。
。意欲のぞがれている原因
問「あなたが催しものや集まりに参加しようとする意欲をそがれるのは，どんな時ですか」
　　表16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核家族で，同居の祖父母，年上の
　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　％
子供が病気のとき・…………………
子供への影響を考えたとき………・
家族の理解が得られないとき・……
身うちに病人がでたとき………・…
経済的に無理なとき…・……………
何となく近所の人の眼が気になる
その他……………・…・………・・……
子の手助けが得られないばかりか，
日頃閉鎖的になっているためとなり
近所とのつき合いも薄く，親戚とも
日常的な親しみがないのであろう
か，子どもの世話等を一手に背負っ
て，身動きができない事情が，この
理由をみても明らかである。「主婦
は家の中に」という考え方に変化が
あるとはいえ，家族の理解の低さがこの数字にも表われている。何となく近所の人の眼が気にな
るものが1．9％とわずかだが，「子育て期にはせめて家庭に」との従来の考えにもよるものであろう。
。社会参加への周囲の理解
　問「あなたが催しものや集りに参加するために外出することを夫や家族（舅・姑）はどのよう
　に考えていると思いますか」
　　表17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ「家庭に支障のない範囲で認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めている」以外は，夫と家族の
　　夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えはほぼ同じである。直接
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的，間接的影響の受け手の違い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という程度であろう。ところ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，家庭に支障のない範囲で認
　　家　　族　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めているということであるが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家庭に支障を及ぼす範囲は，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時の状況に応じ，またその家
　　　ロ．活動内容によっては、認めたり、反対したりする。
　　　ハ．全面的に認めている。　　二．干渉しない　　　　　　　庭に応じて差があるので，一概
　　　ホ’全面的に反対している゜　へわからない・　　　　　　　に現代の主婦は自由に行動でき
へ．1．5％
z．1．3％
イ．　　 64．1％
口．
P2．5％
ハ．
P0．8％
二．
V．4
層Aa％
’　　　　　　　　，　　　　　　　　，　　　　　　　　　　！！
　　！　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　ノ^！ ^／／’@・∫／／
5L4％ 10．8％10．8％14・4％騨4．5
イ．家庭に支障のない範囲で認めている。　　　　　　　1．8％
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るようになったといい切ることは危険である。ロ「活動内容によっては，認めたり，反対したり
する」あるいは，ハ「全面的に認めている」の割合が高くならない限り，子育て期の母親の社会
参加への明るい見通しがでてきたとはいいがたいものがある。
・子育て期の母親の学習（バンビの会の場合）
　バンビの会は，昭和53年11月新潟市中央公民館主催の「母と子の集い」に参加した中で子ども
を連れても学びたいという主婦数名から出発し，現在母，子各15名の自主サークルである。筆者
は，当初から講師に招かれた縁で，その後も助言者としてかかわっているものである。
、会の概要を記すかわりに，会則，学習内容をつぎに掲載して置くことにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　則
◎会の名称はバンビの会とする。
◎会員は子供を持つ母親と，子供によって構成される。
◎この会は，市中央公民館主催の母と子の集いから出発し，子供を持ちながら学習活動を行い，
　母親と子供のより向上をめざすものである。
◎会の運営は，役員と相談し，月当番の責任を持って例会の進行を計る。
◎役　　　員　　　　会　長一会の代表者
　　　　　　　　　　会　計一会費の扱い，3月末会計収支報告
　　※役員の任期は1年間（4月～翌3月まで）とし，3月末に全員の選挙により決定する。
◎月　当　番
　　　仕事内容一議事録（会誌）の作成記人
　　　　　　　　　例会の準備，進行を計る
　　　　　　　　　会員への連絡等
◎会　　　費　　　　1か月2，000円（子供2人の場合2，500円）
　　※会費は，月末に翌月分を会計に支払う。
　　※前もって翌月1か月欠席することがわかっている場合，会費は半額とする。
　　※保育者には保育料として会費より，月16，000円を支払う。
◎連絡方法
　　※月当番が名薄1番に連絡，次から順に連絡する。
　　※欠席の場合，欠席者は月当番へ，欠席すること，次回での意見をそえて，電話等で必ず連
　　　絡すること。
　　※欠席者は，例会の終了後，例会の内容，次回の議題等を確認する。
　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　習　　　経　　　過
学 習 内 容 備 考
54年1月
～
5　月
6月5日
　12日
　19日
何を学習するか討論
何故子連れで学ぶのか
その為の保育をどうするか
新会員の受入れについて
植木枝盛が生きた時代
読書会「婦人女子将来の天地」
　〃　「男女及び夫婦論」
この時点で保母決定
学習内容決定
講師　中学校教頭
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学 習 内 容 備 考
　26日
7月3日
10日
17日
　24日
8月7日
　　8日
9月4日
11日
18日
　　25日
10月5日
9日
15日
22日
　　29日
11月6日
13日
20日
27日
保育について考える
近代に生きた女性石川啄木の妻をめぐって
読書会「日本人家の思想」
　〃　「婚姻論」
保育について考える
課外研修，1泊旅行
　　（六日町）
女性史クラブ・バンビの会交歓会
調査のための設問事項の完成
アンケート用紙の印刷及び配布
　　　〃　　　収集
〃
アンケートの集計
結果の分析とその文章化
〃
文化祭のためのパネル製作
共同調査の反省会
調査の結果を会以外の方と話し合う
今後の学習のしかたについて討論
〃
相互学習
講師　高校教員
相互学習
子と共に
共同で調査を実施する（決定）
　共同作業の予定がこの日までであっ｝
　たため，どうするかについて討論
　育児期の母親を対象とする会の問題は，終始保育の問題であるといっても過言はない。このた
め，この会の母親は，何故こんなにまでして学習をしたいと思うかをテーマに，話し合い，レポ
ートし，自問自答したりで，今日までも母親達の学習と同時にこの問題に時間を費すものとなっ
ている。現在会の学習の場となっている公民館に，本年7月より専用ではないが，一応保育室を
確保できたことで，それまで会場としていた「青年の家」から移ることになった。しかし，部屋
が狭いこと，戸外遊びが困難等問題は多々ある。保育施設の欠如は，子育て期の母親の学習を防
げ，グループを発展させる限界にもなっている。また母親側のもつ悩みでもあるが，この会が3
才前後の子をもつ母親としているため，第2子が乳児の場合，保育の世話を受けられないことで
あろう。子どものためにも，母親のためにも保育施設はいうに及ぼず，保母の確保も重要となっ
て来る。現在乳児を連れて来る会員は1人であるので，当分の間学習の場に置くことにしている。
15名の幼児に対し，資格をもった保母，幼児教育を専攻しているボランティアの学生3名，計4
名で保育室を担当している。人数的には恵まれているものの，学生ボランティアがかけた場合の
補充に問題がある。その他会を運営するための助言者の問題で，現在短大教員，公民館主事，他
サークルのベテラン会員の3名が常時その指導についているが，今後この面にも，人的資源の開
発を必要とする。会員の意欲は，親しい知人をもてないでいた県外出身者が殆んどであるため非
常に意欲的である。転勤族もおり地域との関連づけを積極的に展開していかなければ，自分のた
めのみの学習になりかねない。
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　以上の点からも，子育て期の母親の社会参加や学習は，母親の意識の目覚めと同時に，周囲の
人々及び公的機関の協力なしでは，ともすると家庭に埋没しがちな子育て期の母親を，社会的存
在としてくみ入れていくことは容易ではない。バンビの会と共に歩んで，未だ一年にしかならな
いが，確実にその成果が現れているのを見ると，この時期の女性を家庭のみに止まらせて置くこ
とが，如何に個人にとっても社会にとっても大きなマイナスであるかが現解できよう。経済的自
立を促す前に，学習・社会参加することを勧めることこそ，安易な気持ちで働くことを求め，も
つことを防ぐものとなりえよう。
注会員のうち3名が，地域でバンビの会と同様のグループを結成。（母と子と共に保育を，英会話グルー
　プ，子ども会グループ）助言者の1人である、女性史サークルの方が，女性史のグループを地域で結成。
　会員1名が，自分を職場で生かそうと，保険会社へ就職．
3　社会教育の中の家庭婦人の学習（新潟市の公民館事業の場合）
　新潟市においての社会教育事業は，公民館を中心とする活動といえる。そこで，公民館事業の
中での婦人教育の実態をみることによって，その問題点を指摘しておきたい。
　新潟市には，中央公民館を柱に18の分館がある。それらの公民館が実施する婦人教育事業には，
つぎの如くである。
。昭和54年度事業計画（婦人の部）
　中央公民館
第28回　　　婦人大学講座第29回
6月一7則地域における鰍の役割
9月一3月陣鯉解
ゆりかご学釧5月一3川乳児期の縮
通信教育・才通信陣 年0才期のしつけ
中学生期の家庭編19月一・2月1中学生期の人格形成と職
南部分館
南部婦人学副4月一8月1麟交学について
押 △云糸 講 座1・・月一・2月1押絵
紙人形講座i6月一8月陣子の縄形
江東分館
匪人趣購習会1 5月 1籐工芸
山の下分館
くらしの工夫言籍16月・9月・・2月1くらしの豆矢口識
七宝焼教室6肘月1七宝焼
山の下中央嬬学副6月一2月睡史を生き抜v・た姓
婦人料理教到6月一・2則生活技術
アートフラ・一教到9月一・・則手づくり花
紙人形作り教到・・月一・・月i人形
婦人グループリーダ研修刹 2月 リーダーの役割
子育て期における家庭婦人の学習 5ノ
木戸分館
生活実務講習会 9月～11月 くらしの豆知識
茶　道　教　室1 9月～11月「茶道の基本
大形分館
岡　山　若　妻　集　会 5月～12月卜般猛・生花
趣 味　教　到 7月～10月降細工・リボンフラ・一
生活技術講酬・・月一2月困理・E付
婦　　　人 講 酬・・月一3則一般搬
石山分館
石山中央婦人学釧 6月～11月隊骨の娃
清五郎婦人集会隠 時1搬教養・蠕技術
長　潟　婦　人　集　会 〃 〃
趣 味　　教　　室
〃 1パンフラ・一
〃 パッチワーク
〃 1七宝焼
婦　人　健　康　教　室 4月～6月1蝕活・精神衛生・体操
着　付　教　到 4月～6月1渤の着付
士冗 書 会 6月～10月i子どもに講せる本
鰍学習グループ囎会1 6月・2月i交勧レクリエーシ・ン
大江山分館
家　庭　教　育　教　室 6月～10月1子供のしD・I」・子供の生活
民　踊　教　到 5月～9月1郷土の踊
内野分館
生　活　講　座1 6月～10月 生活に必要な知識・技術の習得
婦人ギター教到 6月～10月1ギターの基本
子供の読書を考えるつど・・　1・・月 1子どもの本と藷のあり方を考える
書　道　教　到 6月～10月陪道の基本
ママさんスポー轍到 6月～3月 ソフトボール教室
赤塚分館
婦　　　人　　講 座1 4月～3月隣位蠕民謡
赤塚学習会1・2月一2月1明る嫁庭作り
木　　山　学　　習　　会 〃 匿か姓活
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中野小屋分館
中野擢駆鰍学副5月一3月1搬縮趣味
〃 鞭学副 〃 〃
料　　理　　教 室・・月一3則手轍家庭鞭
中野小屋文化教室
6月・9月トとんづくり・討まはり
6月一・・則 ダンス，民踊
坂井論分館
婦　　人 学 級5月～3月一般教養・生活技術・家庭管理
婦　人　学　習　集　会 〃 〃
若　妻　学　習　集会 〃 〃　　・育児
婦人交歓学習会1 2月 陣体・グ・レープの描
婦人スボー噺到5月一3E　iリズム体操，民踊，ダンス
婦人球技大会　5月・9月　バレー・卓球・庭球・バドミントン
曽野木分館
曽野木婦人学副4月一3月 一般教養・家庭管理
醐木鞭轄会14月一3川搬擁・蝶発行
バレーボー・レ教室陣 時レ・レーボー・レの基礎
趣味の教室14月一・・月1生花・手芸
曽野木若返教到4月一・・月降スポーツ・ダンス
両川分館
両川婦人学級14月一3則搬猛生活技術
趣　味　の　教　室 〃 1鞘鞄ダンス
料　理　教　到 〃 1栄養のある家庭料理
松浜分館
美容健康教室5月一3則テニス・卓球・体操
婦人リ：ダ綱修刹5肘司 リーダーの役割とグループ運営
濁川分館
一　　　　　　　　　　　　　　1　 　　　5月・2月巨一ダーの鳳情報顛　婦人リーダー研修会1
地区巡回婦人学副5月一3月1搬縮生2舌技術
地区若妻学習到 〃 陣る嫁庭づくり
趣味実務教室1随 副生花鞍茶道
おそうざい教到5月一3月1栄養の離矢職季節鞭
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南浜分館
地区別婦人集刹 4月～3月1搬籟及び生活技術
料　　理　　教 室　　5月～3月
手 芸 教 室　　5月～3月
隊養の知識と謂実技
降璃ペーパーフラ・一の実技
家庭生活の実繍酬・・月一2月1禾・服の着付
健 康　　教 室　　6月～12月
婦人リー処研修刹 6月
隔人の若返り
同体の運営技術
表18 婦人教育実施上の努力事項
ね　　ら　　い 現　状　の　問　題　点 必要と思われる対策
主体的価値観をもって
生きていくことのでき
る（自立した）婦人の
育成をはかる。
。婦人をとりまく生活環境を深く認識
する学習会が少ない。
。自己表現を積極的におこなっていく
学習活動が少ない。
。気軽に参加できる楽しい雰囲気の学
習会・集いが少ない。
。就労婦人が多いにもかかわらず，働
く婦人の問題を考える講座が少な
い。
。対象者により同じ主題でも学習方法
や学習形態を変化させる。
。主体的に学ぶ姿勢を身につけるため
に学習時にはできるだけ発表や討議
の場を多くとり入れる。
　（書くこと，話すことを積極的にお
こなう講座。学習会の開設）
。学習することが楽しいというイメー
ジを与えることのできる主題の設定
や学習形態のくふうをしていく。
　（サPン的学習会・集いの開設）
・就労婦人が参加しやすい日時を選ん
で開設し，就労婦人がかかえている
職場・家庭の問題を気軽にだしあふ
る場を設定する。
　婦人教育事業をしていない公民館は，2カ所ある。中央公民館を除く他は，趣味講座が殆んど
で，直接学習教育に結びつく活動に乏しい。このため，参加者の結びつき，組織化に程遠い状態
である。この点について，表18の「婦人教育実施上の努力事項」の中で，この点について触れて
いるにもかかわらず，本年度の事業とくに分館事業にそれへの対策がたてられていない。婦人教
育事業のねらいが，「主体的価値観をもって生きていくことのできる（自立した）婦人の育成を
はかる」となっているが，短期間の学習ではリーダーとなる人を見出すまでもいたらず，もって
「自立」をめざすには余りにもおそまつ過ぎはしないか。このねらいを達成させるには，思い切
った人的資源の開発をしなければ，組織化は困難である。筆者は，「ゆりかご学級」「家庭教育
学級」の顧問として経験を重ねる度に痛感させられる。やはり保育施設がないところでは，子育
て期の母親の学習を深めることができないばかりか，その芽さえつみとることになる。
あ　と　が　き
　家庭にある子育て期の母親は，一方では賃労働者としての予備軍でもあり，他方では社会的活
動の有力な資源とも考えられる。したがって，この時期の学習体験をのがしては，女性の自立も
あやぶまれる。彼らの学習は働く婦人に対する政策と同様，重要なものとして位置づけられねば
なるまい。
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注1
離職理由の推移 （％）
女
男
昭和45
46
47
48
49
50
45
46
47
48
49
50
計
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
契約期
闇満了
5．1
4．8
4．7
3．7
4．3
5．4
5．6
5．9
5．8
5．9
6．8
5．4
経営上の
都　　合
3．9
4．5
3．4
2．4
8．1
8．5
4．7
6．2
4．8
4．3
7．7
12．7
定　年
0．4
0．6
0．5
0。4
0．8
1．0
2。7
2．9
3．6
2．6
3．3
4．4
本人の責
1．7
1．7
2．2
1．8
2．5
2．5
4．1
3．6
4．8
4．8
4．8
5．4
個入的
理副うち繍？犠
87．0
86．4
87．3
89．9
82．1
80．4
79．9
78．0
77．8
79．2
73．6
68．9
21．8
23．9
25．1
25．8
25．2
26．3
その他
1．9
2．0
1．9
1．8
2．2
2．1
3．0
3．4
3．2
3．2
3．9
3．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働省一雇用動向調査
注2　国立公民館主事伊藤雅子氏を中心になされている主婦の学習に関する試み。
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